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1、 研究目的及び研究方法

即興は 「計画され, 推敲 された作品にはない輝

きを尊ぶ考 えにたつ創造的活動である」1)と い

われる。一方で, 吟味や推敲を含め, 緊密に全体

を構築することを重視する立場では即興を斥けて

いる2)。 しかし, 即興の本質 とされる 「内発性

は, 創造行為の最 も自然かつ純粋なあり方であり, 

生 きた形態」3)で ある限 り, 創作 を学習に組ん

でいる舞踊教育において, 即興は無視できない問

題であると考える。

本研究では, 教育における即興表現の可能性を

探る作業の初段階として, そもそも即興 とはどう
いう特徴 をもつ活動であるか, 他分野を含めた広

い表現行為を対象に考察を進める。

研究方法としては, まず, 言語 として定着 して
いる 「即興-」 と呼ばれるもの, 及び 「あらかじ

め準備することな く, その場で思いつくままに創

り出すこと」 という広義の 「即興性」を有する表

現行為を対象にそれらの歴史的背景や内容を文献

によって調べ, 共通に浮上して くる特徴を 「即興

性」の特徴として明らかにする。

考察対象

(即興性をもつ表現行為, あるいはそれに関わる人物)

音楽: バ ロック音楽, 教会のオルガン演奏

インド音楽, ジ ャズ, 現代 音楽

演劇: コメデイア, デ ラルテ

スタニラフスキー, 太陽劇団

文学 即興詩, 連歌

芸能 にわか

美術 パフォーマンス

舞踊 イサ ドラ ・ダンカン
マース ・カニングハム

2. 結果及び考察

(1) 共通に浮上する 「即興性」の特徴

(1) 「即興」とは創造することと現前化すること

が同時に進行 されることであ り, これらはすなわ

ち同一人物の行為である。心に自ずからわき起こ

る面白味をさす 「興」 とは作者(演 者)の 内発性

に他ならないが, 「興」は作者と演者の分離化に

よって異質なものにならざるを得ず, 再現技術や

情報伝達技術の発達によって, 作者 ・演者 という

人間不在のコミュニケーションを可能にした現在

においては, 更に受け手には距離感のあるものと

なっている。

(2) 「即興」は演者同士あるいは演者と観客が場

を共有する際に起こる。創 りつつある現在がその

まま演 じられていることは, 観客を含めた場の環

境に影響を受ける可能性をもつことであろう。

(3) 「即興」は可変的な活動形式である。一般に

はある種の枠組みや前提の中での行為とみなされ

るが, 更に枠組みはその規模や緊密さにおいても

多様であり, また枠組み自体が可変的である場合

もある。前提には, 演者のタイプや経験, 意欲な

どといったもともと可変的な人間をも含まれると

考えられる。
(4)「即興」では不確定性や偶然性を許容 し, 変

化に対 して自在な対応ができること, かつ, 周囲

を触発 しうるエネルギーを有することが重要とな

り, それが楽 しめるという演者の前提がある。

(5) 「即興」は常に発見を探求するプロセスであ

り, ひたすら美的な満足を求めて 「現在に集中す

る」行為である。

(2) 「即興性」の担 うもの

「即興性」は時代の変革期に出現 し, また出現

したあとの存続期間は短いものが多い。時代に敏

感に反応を示 し, その時代精神を反映 して従来の

ものに新たな刺激を与えるという, 変革の原動力

となる役割を担 うといえる。

3. まとめ

総括すれば, 即興は, 自発的に行動を起こし, 

自らの変化のみならない場の環境にも柔軟に対応

し, 起こっていることについて直ちに美的判断を

下 しては, 再び探求にかかるという能動的な流れ

の繰 り返 しであるとみることもできる。この過程

は, 自らの可能性を信頼する主体的な学習過程そ

のものであるといえないだろうか?

今後の課題

本研究では, 広い分野から 「即興性」を読むこ

とで学習への橋懸かりとしたが, 今後は舞踊の独

自性を踏 まえた考察を要すると考える。

1) 佐々木健一 「日本大百科全書」即興の項 小

学館

2)3) 佐々木健一 「美学辞典」'95東 京大学出

版会
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